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日
本

の
文

化
・社

会
シ
ス
テ
ム
に
見

合
う

家
族

型
B
C
P
／

B
C
M
の
提

唱

～
小

規
模

組
織

に
お
け
る
B
C
P
／

B
C
M
を
促

進
す
る
た
め
の
課

題
と
そ
の
対

応
～

行
政
・企

業
コ
ー
ス

香
川
県
危
機
管
理
総
局
危
機
管
理
課

髙
口

尚
也

第
５
回

「四
国

防
災

・危
機

管
理

特
別

プ
ロ
グ
ラ
ム
」最

終
成

果
報

告
及

び
第

３
期

生
修

了
記

念
防

災
・
危

機
管

理
人

材
・
養

成
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

平
成

2
9
年

3
月

1
6
日

１
は
じ
め
に

我
が

国
の
BC

Pの
現
状
と
課
題
検
証
の
目
的

我
が

国
の
BC

Pの
現
状
と
課
題
検
証
の
目
的

●
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
Bu

si
ne

ss
 C
on

tin
ui
ty
 P
la
n）

と
は

、
自

然
災

害
や

テ
ロ
な
ど
に
よ
り
、
組

織
の

事
業

の
中

断
と
い
う
危

機
か

ら
組

織
を
守

る
た
め
誕

生
し
た
も
の

。
ル
ー
ツ
は
、
19
60

年
代

の
米

国
企

業
が

コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
周
り
を
守
る
た
め
。
そ
の
後
、
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
や
ハ
リ
ケ
ー
ン
被
害
な
ど
か
ら
、

主
に
欧
米
の
金
融
機
関
や
IT
関

連
機

関
の

事
業

継
続

の
た
め
普

及
。

日
本

で
も
度

重
な
る
自

然
災

害
な
ど
に

対
応

す
る
た
め
、

様
々

な
普

及
活

動
が

進
め
ら
れ

る
が

。
。
。

「
人
材
が
い
な
い
」

BC
P担

当
者

BC
P担

当
者

【
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
】

【
本

音
】

「
BC

Pを
作
っ
て

意
味
が
あ
る
の
？
」

BC
P

「
ヒ
ト
」
「
ノ
ウ
ハ

ウ
」
「
カ
ネ
」

の
不

足
が

原
因

BC
Pの

「
存

在
意

義
」

が
わ

か
ら
な
い
！

「
知
識
や
ス
キ
ル
が
な
い
」

「
BC

P／
BC

M
の

メ
リ
ッ
ト
っ
て
何
？
」

(出
典
):中

央
防

災
会

議
(出

典
):仙

台
市

(出
典
):h

tt
ps
:/
/k
um

am
ot
o.

ph
ot
o/
ar
ch
iv
es
/in

de
x.
ph

p?
/c
at
eg
or
y/
26
3/
st
ar
t‐
61
#t
op

阪
神

・
淡

路
大

震
災

東
日

本
大

震
災

熊
本

地
震

２
B
C
P
/
B
C
M
の
必
要
性
と
そ
の
現
状

大
規

模
自

然
災

害
に
お
け
る
B
C
P
の
有

無
と
対

応
力

の
差

■
平

成
23

年
3月

11
日

に
東

日
本

大
震

災
発

生
！

各
組

織
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の

取
組

み
状

況
に
よ
り
、
被

害
へ

の
対

応
力

の
差

が
見

ら
れ

た
。

○
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策

定
し
、
平

常
時

か
ら
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行

っ
て
い

た
企

業
●

Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
対
し
ま
っ
た
く
取
り
組

ん
で
い
な
か

っ
た
企
業

重
要

業
務

を
復

旧
さ
せ

る
た
め
の

行
動

を
、
迅

速
か

つ
的
確
に
実
施
し
、
早

期
に
重

要
業

務
の

復
旧

を
成

功
。

重
要

業
務

を
復

旧
さ
せ

る
際

、
ど
の

よ
う
な
リ
ス
ク
が

発
生

す
る
の

か
想

定
で
き
て
い
な
か

っ
た
た
め
、
無

計
画

に
行

動
。

結
果
的
に
重

要
業

務
の

復
旧

に
失

敗
。

(出
典
):（

一
財
）
消
防
防
災
科
学
セ
ン
タ
ー

小
規

模
組

織
（
市

町
村

・
中

小
企

業
）
の
BC

P／
BC

M
は

、
大

規
模

組
織

（
都

道
府

県
・
大

企
業

）
と
比

較
し
て
低

い
傾

向
に
あ
る
！

■
BC

P策
定

状
況

の
推

移
[1
]

出
典
：
[1
] 消

防
庁
：
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
業
務
継
続
計
画
策
定
状
況
の
調
査
結
果
，
20

16
.1
0.
28
．
を
参
考
に
編
集

リ
ス
ク
を
想

定
し
て
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策

定
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
で
、
重

要
業

務
の

早
期

の
復

旧
・
復

興
が

可
能

に
！

■
BC

M
（
継

続
的

改
善

）
の

実
施

状
況

[1
]

２
B
C
P
/
B
C
M
の
必
要
性
と
そ
の
現
状

出
典
：
[2
]
大
阪
府
立
産
業
開
発
研
究
所
：B

CP
に
よ
る
防
災
力
と
企
業
活
力
の
向
上
に
向
け
て
‐災

害
に
強

い
産

業
都

市
を
目

指
し
て
‐，
20

10
.3
．

[3
]  
中
小
企
業
庁
委
託
「
中
小
企
業
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
取
り
組
み
に
関
す
る
調
査
」
，
み
ず
ほ
総
合
研
究
所
（
株
）
20

15
.1
2．

日
本

に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
現

状
(1
/
2
)

Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策

定
し
な
い
理

由
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策

定
す
る
予

定
の

な
い
企

業
・

複
数

回
答

）

知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
が
な
い

57
.7
%

人
的
な
余
裕
が
な
い

51
.3
%

資
金
的
な
余
裕
が
な
い

32
.5
%

経
営

陣
の

関
心

が
低

い
15
.8
%

経
営
上
の
成
果
が
見
込
め
な
い

14
.5
%

…
…

26
.2

34
.4

9.
2

30
.7中

小
企
業
の
BC

Pの
認
知
度

[3
]

よ
く
知

っ
て
お
り
必

要
で
あ
る
と
考

え
て

い
る

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
る

聞
い
た
こ
と
が
あ
る
が
必
要
で
は
な
い
と

考
え
て
い
る

聞
い
た
こ
と
が
な
く
知
ら
な
い

■
中

小
企

業
に
お
け
る
BC

Pの
認

知
度

[3
]

●
BC

Pに
つ
い
て
充

分
に
理

解
し
て
い
る
企

業
は
26

.2
%
し
か

な
い
。

●
主
に
「
ヒ
ト
」
、
「
ノ
ウ
ハ
ウ
」
、
「
カ
ネ
」
の
不
足
を
課
題
と
し

て
お
り
、
「
ノ
ウ
ハ
ウ
」
の
不
足
が
、
理
由
の
57

.7
%
に
も
の

ぼ
り
、
最

も
多

い
。

■
企

業
が

課
題

と
考

え
て
い
る
要

因
[2
]

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策

定
の

「
ノ
ウ
ハ

ウ
」
を
補

完
す
る
た
め
、
数

多
く

の
指

針
等

が
公

開
さ
れ

て
い
る
。

・
中

小
企

業
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策

定
運

用
指

針
【
中

小
企

業
庁

】
・
市

町
村

の
た
め
の

業
務

継
続

作
成

ガ
イ
ド
【
内

閣
府

】

・
大

規
模

災
害

発
生

時
に
お
け
る
地

方
公

共
団

体
の

業
務

継
続

の
手

引
き
【
内

閣
府

】

し
か
し
…

小
規

模
組

織
の
BC

P／
BC

M
を

向
上

さ
せ

る
こ
と
が

必
要

！
！

企
業

が
BC

Pの
意

義
を
理

解
し
て
い
な
い
こ
と

が
、
BC

Pを
策

定
し
な
い
、
本

当
の

原
因

で
は

な
い
の

か
？

し
か
し
…

1



○
大
規
模
組
織
よ
り
小

規
模

組
織

の
方

が
、
BC

P／
BC

M
の

取
り
組

み
が

低
調

！

○
BC

P策
定

率
が

向
上

し
な
い
本

当
の

原
因

は
、
「
ヒ

ト
」
「
モ
ノ
」
「
カ
ネ
」
の

不
足

で
は

な
く
、
BC

P策
定

に
よ

る
意

義
・
メ
リ
ッ
ト
を
認

識
し
て
い
な
い
か

ら
で
は

？

○
BC

Pを
策
定
し
た
と
し
て
も
、
BC

Pを
策

定
す
る
こ
と

が
目

的
と
な
っ
て
お
り
、
BC

M
に
よ
る
実

効
性

の
確

保
が

図
れ

て
い
な
い
！

★
特
に
小
規
模
組
織
に
対
し
、
BC

Pの
在

る
べ

き
姿

等
を
並
べ
る
よ
り
も
、
ま
ず
は
、
BC

Pを
よ
り
身

近
な
存

在
に
感

じ
ら
れ

る
よ
う
な
働

き
か

け
を
行

い
、
BC

Pの
具

体
的

な
イ
メ
ー
ジ
を
持

っ
て
も
ら
い
、
BC

P／
BC

M
の

メ
リ
ッ

ト
を
具

体
的

イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う
べ
き
！
！

２
B
C
P
/
B
C
M
の
必
要
性
と
そ
の
現
状

日
本

に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
現

状
(2
/
2
)

43
.0
%

36
.3
%

27
.4
%

0%
10

%
20

%
30

%
40

%
50

%

BC
M
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
企
業

[4
]

大
企

業
中

堅
企

業
そ
の

他
企

業

○
企
業
の
全
体
の
約
4割

が
BC

M
に
取
り
組
ん
で
お
ら
ず
、

そ
の
傾
向
は
大
企
業
よ
り
中
堅
企
業
が
顕
著
。

7
78

15

0%
20
%

40
%

60
%

80
%

10
0%

自
社

の
BC

Pの
対

す
る
評

価
（
BC

Pの
対
象
と
な
る
被
害
を

経
験
し
た
企
業
で
集
計
）
[5
]

十
分
機
能
し
た

お
お
む
ね
機
能
し
た
が
、
問
題
が
あ
っ
た

ほ
と
ん
ど
機
能
し
な
か
っ
た

○
被

害
を
経

験
し
た
企

業
の
93

%
で
、
BC

Pに
問
題
が

あ
っ
た
か

、
BC

Pが
機
能
し
な
か
っ
た
。

出
典
：

[4
] 内

閣
府
：
平
成
25

年
度
企
業
の
事
業
継
続
及
び
防
災
の
取
り
組
み
に
関
す
る
実
態
調
査
，
20
14
.7
．
、
[5
]  
野
村
総
合
研
究
所
：
災
害
シ
ナ
リ
オ
ベ
ー
ス
に
限
界

市
場
BC

Pで
実
効
性
を
高
め
る

日
本

で
導

入
さ
れ
て
い
る
欧

米
型

B
C
P
／

B
C
M

日
本

で
導

入
さ
れ
て
い
る
欧

米
型

B
C
P
／

B
C
M

３
B
C
P
／

B
C
M
を
取

り
巻

く
環

境

IS
O
22

30
1:
20

12
事

業
継

続
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

第
二

版
（
内

閣
府

）

1 
適
用
範
囲

1.
2.
3 
本

ｶ
ﾞｲ
ﾄﾞ
ﾗ
ｲ
ﾝ
に
あ
げ
た
各

項
目

の
位

置
付

け

2 
引
用
規
格

―

3 
用
語
及
び
定
義

―

4 
組
織
の
状
況

4.
1 
組
織
と
そ
の
状
況
の
理
解

2.
1 
方
針

2.
2.
2 
影
響
度
の
評
価

4.
2 
利
害
関
係
者
の
ﾆ
ｰ
ｽ
ﾞ及

び
期
待
の
理
解

1.
2.
2 
事

業
継

続
と
共

に
求

め
ら
れ

る
も
の

2.
2.
6 
事

業
継

続
と
共

に
求

め
ら
れ

る
も
の

4.
3 
ﾏ
ﾈ
ｼ
ﾞﾒ
ﾝ
ﾄｼ

ｽ
ﾃ
ﾑ
の
適
用
範
囲
の
決
定

2.
2.
1 
検
討
対
象
と
な
る
災
害
の
特
定

4.
4
事
業
継
続
ﾏ
ﾈ
ｼ
ﾞﾒ
ﾝ
ﾄｼ

ｽ
ﾃ
ﾑ

Ⅱ
事
業
継
続
計
画
お
よ
び
取
組
み
の
内
容

5 
ﾘ
ｰ
ﾀ
ﾞｰ
ｼ
ｯ
ﾌ
ﾟ

5.
1 
一
般

2.
1 
方
針

5.
2 
経

営
者

の
ｺ
ﾐｯ
ﾄﾒ
ﾝ
ﾄ

2.
1 
方
針

5.
3 
方
針

2.
1 
方
針

5.
4 
組
織
の
役
割
、
責
任
及
び
権
限

2.
3.
1 
事
業
継
続
計
画
に
従
っ
た
対
応
の
実
施

6 
計
画

6.
1 
ﾘ
ｽ
ｸ
及
び
機
会
に
対
応
す
る
た
め
の
処
置

2.
2 
計
画

6.
2 
事
業
継
続
目
的
及
び
達
成
計
画

2.
3.
1 
事
業
継
続
計
画
に
従
っ
た
対
応
の
実
施

2.
3.
2 
文
書
の
作
成

2.
4 
教
育
・
訓
練
の
実
施

・
・
・

・
・
・

IS
O
22
30
1と

事
業

継
続

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
内

閣
府

）
と
の

対
応

表
[6
]

●
欧
米
文
化
で
生
ま
れ
た
、
事
業
継

続
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
国
際
安
全
規
格

（
IS
O
22
03
1）

と
、
日
本
で
推
進
さ
れ
て

い
る
BC

P策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
比
較

す
る
と
、
構
成
内
容
に
大
差
が
な
い
。

欧
米

型
BC

P
(IS

O
22

03
1)

日
本

型
BC

P
(内

閣
府

な
ど
)

BC
P担

当
者

（
日

本
）

実
は

欧
米

型
BC

P？

出
典
：
[6
]  
西
出
三
輝
、
井
口
洋
輔
：
国
際
規
格
「
IS
O
22
30
1」

と
は

ど
の

よ
う
な
も
の

か
？

，
20
12
.7
.1
9

★
現

状
で
の

日
本
の
BC

Pの
在
り
方

は
欧
米
特
有
の
文
化
が
根
底
に
あ
り
、

日
本

文
化

に
馴

染
ん
で
い
な
い
の

で
は

な
い
の

か
？

３
B
C
P
／

B
C
M
を
取

り
巻

く
環

境

日
本
と
欧
米
の
自
然
観
及
び
安
全
文
化
の
違
い

日
本
と
欧
米
の
自
然
観
及
び
安
全
文
化
の
違
い

○
自

然
観

日
本

欧
米

自
然

・
神

道
・
仏

教
の

影
響

に
よ
り
、
神

・
自

然
・
人

間
は

同
一

で
あ
る
。

・
自

然
か

ら
「
恵

み
」
を
受

け
て
お

り
、
親

近
感

を
も

つ
。

・
キ
リ
ス
ト
教

の
影

響
に
よ
り
、
神

・
人

間
と

は
自
然
は
分
離
し
、

自
然

よ
り
優

位
に
立

つ
。

・
自
然
は
従
属
さ
せ
、

支
配
す
る
も
の
。

○
安

全
文

化

日
本

欧
米

安
全

文
化

・
外

敵
が

い
な
い
た
め

安
全

が
前

提
。

・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
承
。

・
安
全
確
保
に
コ
ス
ト

は
か
け
な
い
。

・
自
主
的
に
安
全
を

守
っ
て
き
た
歴
史
を

も
つ
。

・
絶

対
安

全
は

存
在

せ
ず
、
安
全
も
危
険

も
程
度
の
問
題
。

・
安
全
確
保
に
コ
ス
ト

を
か

け
る
の

は
当

然
。

欧
米
型
BC

P
（
欧

米
文

化
）

日
本

文
化

＊
欧
米
文
化
に
裏
打
ち
さ
れ
た
欧
米
型
BC

Pを
押
し
付
け
る
の
で
は
な
く
．
．
．

日
本

文
化

「
家

族
型

BC
P」

家
族

企
業

自
然

★
日

本
文

化
に
寄

り
添

っ
た
「
家

族
型
BC

P」
を
提
唱
し
、
形
式
に
と

ら
わ
れ
ず
、
コ
ス
ト
を
か
け
な
い
、

「
人

間
力

」
を
重

視
し
た
、
新

た
な

BC
Pの

在
り
方

を
推

進
す
べ

き
で

は
な
い
か
！

我
が

事
意

識
が

芽
生

え
る

枠
組

み
に

と
ら
わ

れ
な
い

４
B
C
P
／

B
C
M
を
進

め
る
た
め
の
仕

組
み

我
が
国

に
お
け
る
B
C
P
／

B
C
M
の
在

る
べ
き
姿

（
日

本
文

化
型

B
C
P
）
(1
/
2
)

我
が
国

に
お
け
る
B
C
P
／

B
C
M
の
在

る
べ
き
姿

（
日

本
文

化
型

B
C
P
）
(1
/
2
)

日
本

文
化

欧
米

文
化

欧
米

型
BC

P
(IS

O
22

03
1)

家
族

型
BC

P
(日

本
文

化
)

人
間

力
や

繋
が

り
で
乗

り
越

え
よ
う
と
す
る

で
き
な
い
か

ら

と
い
っ
て
諦

め
な
い

大
規

模
組

織
（
都

道
府

県
・
大

企
業

）

小
規

模
組

織
（
市

町
村

・
中

小
企

業
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
最
小
単
位

＝
「
家

族
」

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
最
小
単
位

＝
「
家

族
」

身
近

で
考

え
や

す
い
ア
プ
ロ
ー

チ
か
ら

BC
P作

成
に
必

要
な
要

素
へ

置
き
換

え
る
こ
と
が
可

能
！

出
典
：
[7
]  
内
閣
府
：
市
町
村
の
た
め
の
業
務
継
続
計
画
作
成
ガ
イ
ド
，
20
15
.5

家
族

と
し
て
大

き
な
事

象
を
乗

り
越

え
る
た
め
に
考

え
る
こ
と

【
誰
を
中
心
に
活
動
す
る
か
？
】

【
代

替
で
生

活
す
る
場

所
は
？

】

【
生

き
て
い
く
た
め
に
最
低
必

要
な
物
は
？

】

【
助

け
を
求

め
る
た
め
の
方

法
は
？

】

【
過
去
の
思
い
出
、
貯
金
通
帳
、
資
産
な
ど
の
管
理
方
法
は
？
】

【
乗

り
越

え
る
た
め
の

方
法

は
？
】

業
務

継
続

計
画

の
特

に
重

要
な
６
要

素
[7
]

(1
)
首
長
不
在
時
の
明
確
な
代
行
順
位
及
び
職
員
の
参
集
体
制

(2
) 本

庁
舎
が
使
用
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
の
代
替
庁
舎
の
特
定

(3
) 電

気
、
水

、
食

料
等

の
確

保

(4
) 災

害
時
に
も
つ
な
が
り
や
す
い
多
様
な
通
信
手
段
の
確
保

(5
) 重

要
な
行

政
デ
ー
タ
の

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

(6
) 非

常
時
優
先
業
務
の
整
理

押
し
付
け
は
N
G!

組
織

へ
応

用
！
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４
B
C
P
／

B
C
M
を
進

め
る
た
め
の
仕

組
み

我
が
国

に
お
け
る
B
C
P
／

B
C
M
の
在

る
べ
き
姿

（
日

本
文

化
型

B
C
P
）
(2
/
2
)

我
が
国

に
お
け
る
B
C
P
／

B
C
M
の
在

る
べ
き
姿

（
日

本
文

化
型

B
C
P
）
(2
/
2
)

小
規

模
組

織
（
市

町
村

・
中

小
企

業
）
の
BC

P／
BC

M
は

、
大
規
模
組
織
（
都
道
府
県
・
大
企
業
）
と
比

較
し

て
低

い
傾

向
に
あ
る
！

★
特
に
小
規
模
組
織
に
対
し
、
BC

Pの
在

る
べ

き
姿

等
を
並
べ
る
よ
り
も
、
ま
ず
は
、
BC

Pを
よ
り
身

近
な
存

在
に
感

じ
ら
れ

る
よ
う
な
働

き
か

け
を
行

い
、
BC

Pの
具

体
的

な
イ
メ
ー
ジ
を
持

っ
て
も
ら
い
、
BC

P／
BC

M
の

メ
リ
ッ

ト
を
具

体
的

イ
メ
ー
ジ
し
て
も
ら
う
べ
き
！
！

★
現

状
で
の

日
本

の
BC

Pの
在
り
方

は
欧
米
特
有
の
文
化
が
根
底
に
あ
り
、

日
本

文
化

に
馴

染
ん
で
い
な
い
の

で
は

な
い
の

か
？

★
日

本
文

化
に
寄

り
添

っ
た
「
家

族
型
BC

P」
を
提
唱
し
、
形
式
に
と
ら
わ
れ
ず
、
コ
ス
ト
を
か
け
な
い
、
「
人

間
力

」
を
重

視
し
た
、
新

た
な
BC

Pの
在

り
方

を
推

進
す
べ

き
で
は

な
い
か

！

☆
欧

米
型
BC

Pの
枠
組
み
か
ら
一
度
、
脱
却
！

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
最
小
単
位
で
あ
る
家
族
BC

Pか
ら
イ
メ
ー
ジ
を
ス

タ
ー
ト
し
、
日
本
文
化
に
沿
っ
た
「
家
族
型
BC

P」
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
小

規
模

組
に
お
け
る
BC

Pの
構

成
・
内

容
・
策
定
方
法
等
の
在
り
方
を
検
討
す
る
！

身
の

丈
に
あ
っ
た
内

容
に
し
、
難

し
く
考

え
な
い
こ
と
が

真
の
BC

M
に
繋

が
る
！

！

～
「
家

族
型
BC

P」
の

特
徴

～
・
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
な
い

・
で
き
な
い
か
ら
と
い
っ
て
諦
め
な
い

・
人
間
力
や
人
の
繋
が
り
で
災
害
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る

・
我
が
事
意
識
が
芽
生
え
る
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「
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
社
会
人
受
講
生
成
果
発
表
」

～
行
政
・
企
業
コ
ー
ス
代
表
（
徳
島
大
学
）
～

徳
島
大
学
受
講
生
（
３
期
生
）

来
島
正
典
（
鳴
門
市
危
機
管
理
課
）

鳴
門

市
を
対

象
と
し
た
津

波
避

難
可

能
距

離
の

検
討

に
つ
い
て

【
参

考
：
津

波
避

難
計

画
に
基

づ
く
取

り
組

み
】

・
H
2
7
.
4

大
津

町
（
徳

永
・
長

江
）

⇒
県
立
渦
潮
高
校
を
避
難
場
所
指
定

・
H
2
7
.1
2

大
津

町
（
矢

倉
）

⇒
パ

チ
ン
コ
店

の
立

体
駐

車
場

を
避

難
場

所
指

定
・
H
2
8
.1
0

里
浦

町
（
里

浦
・
粟

津
）

⇒
津
波
避
難
施
設
の
建
設

【
背

景
・
目

的
】

鳴
門

市
で
は

、
地

震
が

発
生

し
て
か

ら
津

波
が

到
達

す
る
ま
で
に
避

難
す
る
こ
と
が

可
能

な
距

離
（
以

下
、
「
津

波
避

難
可

能
距

離
」
と

い
う
。
）
を
道

の
り
2
5
0
0
m
(※

1
)に

設
定

し
て
お
り
、
こ
の

距
離

以
内

に
津

波
避

難
場

所
が

な
い
地

域
を
「
津

波
避

難
困

難
地

域
」
(※

2
)と

し
て
、
平

成
2
5
年

度
か

ら
避

難
場

所
の

指
定

や
避

難
施

設
の

整
備

等
で
、
当

該
地

域
の

解
消

に
向

け
た
取

り
組

み
を
進

め
て
き
た
。
そ

の
結

果
、
平

成
2
8
年

度
の

里
浦

町
南

部
地

区
津

波
避

難
施

設
の

完
成

を
も
っ
て
、
鳴

門
市

の
津

波
避

難
困

難
地

域
は

解
消

さ
れ

た
。

こ
の

た
め
、
次

の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
他

市
町

村
の

津
波

避
難

可
能

距
離

の
設

定
や

津
波

避
難

に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
結

果
等

を
収

集
・
検

証
し
、
鳴

門
市

が
設

定
し
て
い
る
津

波
避

難
可

能
距

離
の

再
検

討
を
行

う
。

（
※
1）

避
難

可
能

距
離
[m

]＝
歩

行
速

度
[m

/分
]×

（
津

波
到

達
時

間
[分

]－
避

難
開

始
時

間
[分

]）
＝
60
[m

/分
]×

（
48
[分

]－
5[
分
]）
＝
2,
58

0[
m
]≒

2,
50

0[
m
]

（
※
2）

鳴
門

市
の

津
波

避
難

困
難

地
域

：
里

浦
町

（
里

浦
・
粟

津
）
、
大

津
町

（
矢

倉
・
徳

長
・
長

江
）

【
研

究
手

法
】

津
波

避
難

困
難

地
域

各
機

関
が

公
表

し
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
各

自
治

体
の

実
例

、
そ
の

他
各

種
参

考
文

献
等

の
収

集

鳴
門

市
の

実
情

の
整

理
（
地

理
的

条
件

、
人

的
条

件
な
ど
）

鳴
門

市
の

条
件

に
適

し
た
津

波
避

難
可

能
距

離
の

設
定

条
件

を
研

究
（
里

浦
地

区
を
限

定
）

① ② ③

研
究

方
法

津
波
避
難
可
能
距
離
の

基
礎

と
な
る
要

素
①

避
難
開
始
時
間

⇒
地
震
発
生
か
ら
避
難
を
開
始
す
る
ま
で
の
時
間
。

【
増
減
要
因
】

•
事

前
の

準
備

（
非

常
時

持
出

品
、
避

難
場

所
の

確
認

、
集

合
場

所
の

確
認
な
ど
）

•
時

間
帯

（
勤

務
時

間
帯

、
就

寝
中

、
入

浴
中

な
ど
）

•
揺
れ
の
継
続
時
間
（
兵
庫
県
南
部
地
震
：
15

秒
程

度
、
東

北
地

方
太

平
洋
沖
地
震
：
3分

強
な
ど
）
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津
波
避
難
可
能
距
離
の

基
礎

と
な
る
要

素
②

避
難
速
度

⇒
避
難
時
の
単
位
時
間
当
た
り
に
進
む
距
離
。

【
増
減
要
因
】

•
避

難
手

段
（
徒

歩
、
自

動
車

、
自

転
車

な
ど
）

•
体

力
・
体

の
状

態
（
幼

児
、
若

者
、
老

人
、
障

が
い
者

、
け
が

人
、
病

人
な
ど
）

•
同
行
避
難

（
乳

幼
児

、
車

い
す
、
障

害
者

、
け
が

人
な
ど
）

•
避

難
路

の
状

況
（
家

屋
の

倒
壊

に
よ
る
障

害
物

、
液

状
化

、
渋

滞
、
天

候
な
ど
）

津
波
避
難
可
能
距
離
の

基
礎

と
な
る
要

素
③

避
難
限
界
距
離

⇒
避
難
可
能
時
間
内
を
一
定
の
速
度
で
避
難
し
続
け
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
た
め
、
体
力
等
を
考
慮
し
た
う
え
で
設
定
す
る
上
限
距
離
。

【
増
減
要
因
】

•
津
波
の
到
達
予
想
時
間
（
影
響
開
始
時
間
、
最
大
波
な
ど
）

•
体

力
・
体

の
状

態
（
幼

児
、
若

者
、
老

人
、
障

が
い
者

、
け
が

人
、
病

人
な
ど
）

•
同

行
避

難
（
乳

幼
児

、
車

い
す
、
障

害
者

、
け
が

人
な
ど
）

•
避

難
路

の
状

況
（
家

屋
の

倒
壊

に
よ
る
障

害
物

、
液

状
化

、
渋

滞
、
天

候
な
ど
）

津
波
避
難
可
能
距
離
の
設
定
①

【
県

内
沿

岸
部

自
治

体
】

到
達

時
間

[
m
i
n
]

避
難

準
備

時
間

[
m
i
n
]

歩
行

速
度

[
m
/
s
]

避
難

可
能

距
離

[
m
]

策
定

年
月

日

鳴
門

市
4
8

5
1
.
0

2
,
5
0
0

H
2
6
.
3

自
治

体
Ａ

4
1

1
0

0
.
8

1
,
0
0
0

H
2
6
.
9

自
治

体
Ｂ

4
1

5
1
.
0

5
0
0

H
2
6
.
2

自
治

体
Ｃ

1
2
～

3
0

5
1
.
0

4
2
0
～

5
4
0

H
2
6
.
3

自
治

体
Ｄ

1
1

5
1
.
0

3
6
0

H
2
6
.
3

自
治

体
Ｅ

7
～

1
3

0
～

3
1
.
0

4
2
0
～

6
0
0

7
～

1
0
m
i
n

H
2
6
.
4

自
治

体
Ｆ

5
～

5
5

5
1
.
0

0
～

5
0
0

H
2
6
.
3

自
治

体
Ｇ

4
5

5
0
.
6
2

1
,
4
8
8

H
2
8
.
1

自
治

体
Ｈ

4
5

5
1
.
0

1
0
0
0

H
2
6
.
3

自
治

体
Ｉ

6
0

5
1
.
0

1
0
0
0

H
2
6
.
3

津
波
避
難
可
能
距
離
の
設
定
①
－
１

【
県

内
沿

岸
部

自
治

体
】

鳴
門
市
－
自

治
体

Ａ
鳴
門
市
－
自

治
体

Ｃ

鳴
門
市
－
自

治
体

Ｆ
鳴
門
市
－
自

治
体

Ｅ
鳴
門
市
－
自

治
体

Ｄ

鳴
門
市
－
自

治
体

Ｂ
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津
波
避
難
可
能
距
離
の
設
定
①
－
２

【
県

内
沿

岸
部

自
治

体
】

鳴
門
市
－
自

治
体

Ｇ
鳴
門
市
－
自

治
体

Ｉ
鳴
門
市
－
自

治
体

Ｈ

津
波
避
難
可
能
距
離
の
設
定
②

【
東
日
本
大
震
災
被
災
自
治
体
】

到
達

時
間

[
m
i
n
]

避
難

準
備

時
間

[
m
i
n
]

歩
行

速
度

[
m
/
s
]

避
難

可
能

距
離

[
m
]

策
定

年
月

日

自
治

体
Ｊ

3
0

1
5

0
.
5
（

住
宅

地
）

1
.
0
（

住
宅

地
外

）
3
0
0

8
4
0

H
2
7

自
治

体
Ｋ

1
4

5
1
.
0

3
3
3

H
2
6
.
3

自
治

体
Ｌ

3
0

1
5

1
.
1
（

市
街

地
）

0
.
5
6
（

北
上

川
河

口
）

0
.
7
5
（

リ
ア

ス
式

海
岸

）

5
0
0

5
0
0

5
0
0

H
2
7
.
1

自
治

体
Ｍ

4
5

1
5

1
.
0

9
0
0

H
2
5
.
3

自
治

体
Ｎ

1
0

2
1
.
0

4
8
0

H
2
5

津
波
避
難
可
能
距
離
の
設
定
②
－
１

【
県

内
沿

岸
部

自
治

体
】

鳴
門
市
－
自

治
体

Ｊ
鳴
門
市
－
自

治
体

Ｌ

鳴
門
市
－
自

治
体

Ｎ
鳴
門
市
－
自

治
体

Ｍ

鳴
門
市
－
自

治
体

Ｋ

津
波

避
難

可
能

距
離

の
検

討
①

津
波
避
難
可
能
距
離
は
、
津
波
の
到

達
時
間
や
避
難
経
路
の
状
況
、
人
口

分
布
等
に
よ
り
異
な
る
と
考
え
ら
れ
る

た
め
、
今
回
の
研
究
で
は
対
象
地
域
を

絞
り
、
こ
れ
ま
で
の
結
果
に
地
域
特
性

等
を
踏
ま
え
、
よ
り
地
域
の
実
情
に
即

し
た
津
波
避
難
可
能
距
離
の
検
討
を
行

う
こ
と
と
す
る
。

そ
こ
で
、
本
研
究
で
は
、
鳴
門
市
内
で

津
波
が
最
も
早
く
到
達
す
る
と
予
想
さ

れ
、
更
に
、
平
成
２
８
年
１
０
月
に
防
災

セ
ン
タ
ー
を
整
備
し
た
里
浦
町
里
浦
の

一
部
及
び
粟
津
（
以
下
「
里
浦
町
南
部

地
域
」
と
い
う
。
）
を
研
究
の
対
象
地
域

と
し
て
選
定
す
る
。

検
討
対
象
地
域
の
選
定

6



津
波

避
難

可
能

距
離

の
検

討
②

•
徳

島
県

内
沿

岸
自

治
体

は
大

半
が

５
分

の
設

定
。
こ
れ

に
対

し
て
、
東

日
本

大
震

災
時

に
津

波
被

害
を
受

け
た
自

治
体

で
は

１
５
分

の
設

定
が

多
い
。

•
「
東

日
本

大
震

災
の

津
波

被
災

現
況

調
査

結
果

（
第
3次

報
告

）
」
（
※
1）

に
よ
る
と
、

地
震
発
生
後
10

分
～
15

分
の

間
に
避

難
を
開

始
し
た
方

が
最

も
多

い
。

•
「
宮

城
県

沿
岸

部
に
お
け
る
被

災
地

ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
報

告
書

」
（
※
2）

に
よ
る
と
、

地
震
発
生
か
ら
避
難
開
始
ま
で
平
均
で
17

分
要

し
て
い
る
。

（
※
1）

東
日

本
大

震
災

の
津

波
被

災
現

況
調

査
結

果
（
第
3次

報
告
）

平
成
23

年
12

月
26

日
国
土
交
通
省

（
※
2）

宮
城

県
沿

岸
部

に
お
け
る
被

災
地

ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
報

告
書

平
成
23

年
5月

株
式

会
社

ベ
イ
リ
サ

ー
チ
セ
ン
タ
ー

こ
れ
ら
の
結
果
に
、

•
揺
れ
が
長
く
続
く
こ
と

•
夜

間
に
地

震
が

発
生

し
た
場

合
は

避
難

開
始

時
間

が
遅

く
な
る
こ
と

な
ど

を
考

慮
す
る
と
、
地

震
発

生
か

ら
20

分
程

度
を
目

安
に
避

難
開

始
時

間
を
設

定
す
る
こ

と
が

望
ま
し
い
と
考

え
ら
れ

る
。

避
難
開
始
時
間

こ
れ
ら
の
結
果
に
、

•
家

具
の

固
定

、
非

常
持

ち
出

し
品

の
準

備
な
ど
、
事

前
の

防
災

対
策

に
つ

い
て
は

、
東

日
本

大
震

災
発

生
前

の
宮

城
県

よ
り
対

策
実

施
率

は
高

い
。

（
↓
減
）

（
※

）
平

成
27

年
度

徳
島

県
地

震
・
津

波
県

民
意

識
調

査
平

成
27

年
3月

29
日

徳
島

県
（
※

）
宮

城
県

沿
岸

部
に
お
け
る
被

災
地

ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
報

告
書

平
成
23

年
5月

株
式

会
社

ベ
イ
リ
サ

ー
チ
セ
ン
タ
ー

を
考

慮
す
る
と
、
地

震
発

生
か

ら
15

分
程

度
を
目

安
に
避

難
開

始
時

間
を
設

定
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
考

え
ら
れ

る
。

○
家

具
を
固

定
し
て
い
た
（
し
て
い
る
）

徳
島

県
（
沿

岸
部

）
48

.5
％

宮
城

県
（
沿

岸
部

）
27

.1
％

○
非

常
持

ち
出

し
品

を
準

備
し
て
い
た
（
し
て
い
る
）

徳
島

県
（
全

域
）

36
.7
％

宮
城

県
（
沿

岸
部

）
26

.4
％

○
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
見

て
地

域
の

危
険

性
を
確

認
し
て
い
た
（
し
て
い
る
）

徳
島

県
（
沿

岸
部

）
35

.4
％

宮
城

県
（
沿

岸
部

）
4.

2％
○

避
難

場
所

の
確

認
を
し
て
い
た
（
し
て
い
る
）

徳
島

県
（
沿

岸
部

）
54

.8
％

宮
城

県
（
沿

岸
部

）
28

.4
％

津
波

避
難

可
能

距
離

の
検

討
③

•
「
東

日
本

大
震

災
の

津
波

被
災

現
況

調
査

結
果

（
第
3次

報
告

）
」
（
※
1）

に
よ
る
と
、

平
野
部
で
は
平
均
2.
9k
m
/h
（
0.
8m

/s
）

•
「
南

海
ト
ラ
フ
巨

大
地

震
の

被
害

想
定

に
つ
い
て
（
第

一
次

報
告

）
」
（
※
2）

の
調

査

結
果

に
よ
る
と
、
北

海
道

南
西

沖
地

震
の

実
績

か
ら
夜

間
の

避
難

速
度

は
、
昼

間
の
避
難
速
度
の
8割

程
度
に
落
ち
る
。

（
※
1）

東
日

本
大

震
災

の
津

波
被

災
現

況
調

査
結

果
（
第
3次

報
告
）

平
成
23

年
12

月
26

日
国
土
交
通
省

（
※
2）

南
海

ト
ラ
フ
巨

大
地

震
の

被
害

想
定

に
つ
い
て
（
第

一
次

報
告

）
平
成
24

年
8月

29
日

中
央
防
災
会
議

防
災
対
策
推
進
検
討
会
議

南
海

ト
ラ
フ
巨

大
地

震
対

策
検

討
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ

こ
の
結
果
か
ら
に
、

平
野
部
等
の
一
般
的
な
地
形
で
は
、
0.
8m

/s
×
0.
8=
0.
64

m
/s

を
目

安
に
設

定
す
る
の

が
適

当
で
あ
る
。

避
難
速
度

こ
れ

ら
の

結
果

に
加

え
て
、
次

の
こ
と
を
考

慮
す
る
と
、
0
.6
4
m
/
sよ

り
大

き
く
減

速
す
る
可

能
性

が
あ
る
た
め
、
今

回
の

研
究

で
は

、
「
津

波
避

難
ビ
ル

等
に
か

か
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
平
成
1
7
年

内
閣
府
）
」
で
示
す
歩
行
困
難
者
、
身
体

障
害

者
、
乳

幼
児

、
重

病
人

等
の

歩
行

速
度

で
あ
る
0
.5
m
/
sを

採
用

す
る
こ
と

と
す
る
。

•
ブ
ロ
ッ
ク
塀

等
の

倒
壊

に
よ
る
障

害
物

の
発

生
（
↓

減
）

•
狭

い
道

路
（
↓

減
）

•
地
域
全
域
で
液
状
化
の
危
険
度
が
高
い
（
↓
減
）

•
若

干
で
は

あ
る
が

全
国

平
均

よ
り
も
高

齢
化

率
が

高
い
（
↓

減
）

•
老
人
同
士
の

2人
暮

ら
し
が

多
い
（
↓

減
）

【
「
鳴

門
市

津
波

避
難

計
画

に
係

る
基

礎
調

査
業

務
成

果
報

告
書

」
住

民
意

見
抽

出
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
里

浦
地

区
）
（
平

成
26

年
3月

鳴
門

市
）
よ
り
】

津
波

避
難

可
能

距
離

の
検

討
④

•
「
東

日
本

大
震

災
の

津
波

被
災

現
況

調
査

結
果

（
第
3次

報
告

）
」
（
※
1）

に
よ
る
と
、

徒
歩
に
よ
る
避
難
者
の
う
ち
72

％
が
50

0m
以

内
の

避
難

。

•
「
公
益
社
団
法
人
日
本
地
震
工
学
会

津
波
な
ど
の
突
発
大
災
害
か
ら
の
避
難
の

課
題

と
対

策
に
関

す
る
研

究
委

員
会

報
告

書
」
（
※
5）

に
よ
る
と
、
1,
00

0m
以
内
の

避
難
が
約
90

％
、
50

0m
以
内
の
避
難
が
約
70

％
、
平
均
移
動
距
離
47

4m
と
い
う

調
査
結
果
も
出
て
い
る （
※
1）

東
日

本
大

震
災

の
津

波
被

災
現

況
調

査
結

果
（
第
3次

報
告
）

平
成
23

年
12

月
26

日
国
土
交
通
省

（
※
4）

公
益

社
団

法
人

日
本

地
震

工
学

会
津

波
な
ど
の

突
発

大
災

害
か

ら
の

避
難

の
課

題
と

対
策

に
関

す
る
研

究
委

員
会

報
告

書
平
成
28

年
3月

津
波

な
ど
の

突
発

大
災

害
か

ら
の

避
難

の
課

題
と
対

策
に
関

す
る
研

究
委

員
会

こ
の
結
果
か
ら
に
、

概
ね

５
０
０
m
程
度
を
目
安
に
避
難
限
界
距
離
を
設
定
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
が
、
避
難
限

界
距
離
に
つ
い
て
は
、
津
波
到
達
時
間
や
避
難
対
象
地
域
の
避
難
能
力
な
ど
に
よ
り
、
大
き

く
異
な
っ
て
く
る
こ
と
か
ら
、
よ
り
条
件
を
絞
っ
た
上
で
具
体
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

避
難
限
界
距
離

こ
れ

ら
の

結
果

に
加

え
て
、
次

の
こ
と
を
考

慮
す
る
と
、
長

距
離

の
避

難
は

非
常

に
困

難
と
な
る
こ
と
が

予
想

で
き
る
。

こ
の

た
め
、
東

日
本

大
震

災
時

の
平

均
移

動
距

離
47

4m
、
「
津

波
避

難
対

策
推

進
マ
ニ
ュ
ア
ル

検
討

会
報

告
書

」
等

で
示

さ
れ

て
い
る

50
0m

の
設

定
を
参

考
に
、

50
0m

の
設

定
と
す
る
。

•
里
浦
町
沿
岸
部
の
里
浦
漁
港
で
は
、

+2
0㎝

の
海

面
変

動
の

発
生

が
48

分
、
最
大
波
の
到
達
が

61
分

と
比

較
的

長
い
（
↑

増
）

•
地
域
全
域
で
液
状
化
の
危
険
度
が
高
い
（
↓
減
）

•
若

干
で
は

あ
る
が

全
国

平
均

よ
り
も
高

齢
化

率
が

高
い
（
↓

減
）

•
老
人
同
士
の

2人
暮

ら
し
が

多
い
（
↓

減
）

【
「
鳴

門
市

津
波

避
難

計
画

に
係

る
基

礎
調

査
業

務
成

果
報

告
書

」
住

民
意

見
抽

出
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
里

浦
地

区
）
（
平

成
26

年
3月

鳴
門

市
）
よ
り
】

津
波

避
難

可
能

距
離

の
検

討
⑤

【
②

～
④

の
結

果
】

津
波
避
難
可
能
距
離
[m

]
＝
避
難
速
度
[m

/s
]×

（
津

波
到

達
時

間
[m

in
]－

避
難

開
始

時
間
[m

in
]）

＝
0.
50

[m
/s
]×

（
48

[m
in
]－

15
[m

in
]）
＝
99

0[
m
]⇒

50
0[
m
]

※
避
難
限
界
距
離
の
50

0m
よ
り
も
長

い
結

果
と
な
る
た
め
、
《
津

波
避

難
可

能
距

離
＝

避
難
限
界
距
離
》
と
な
る
。

現
在
の
鳴
門
市
の
津
波
避
難
可
能
距
離
の
2割

の
と
な
っ
た
。

ま
た
、
「
津
波
避
難
可
能
距
離
の
設
定
」
①
～
②
の
調
査
結
果
か
ら
も
、
鳴
門
市
の
設
定
は
、

非
常
に
長
い
設
定
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
鳴
門
市
の
津
波
避
難
可
能
距
離
：
2,
50
0m

）

津
波
避
難
可
能
距
離
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ま
と
め
①

【
里
浦
町
南
部
地
域
の
津
波
避
難
困
難
地
域
】

今
回
は
避
難
場
所
か
ら
の
直
線
距
離
で
避
難
可
能
距
離
を
示
す
た
め
、
避
難
可
能
距
離
か

ら
1.

5（
※
）
を
除
し
た
数
値
を
直
線
距
離
の
津
波
避
難
可
能
距
離
（
33

3m
）
と
す
る
。
ま
た
、

避
難
場
所
の
収
容
人
数
は
、
今
回
の
研
究
で
は
考
慮
し
て
い
な
い
。

津
波
避
難
可
能
距
離
（
直
線
距
離
）
＝
5
0
0
m
÷
1
.5
＝
3
3
3
.3
3
3
･･
･≒

3
3
3
m

（
※

）
津
波
避
難
を
想
定
し
た
避
難
路
、
避
難
施
設
の
配
置
及
び
避
難
誘
導
に
つ
い
て
（
第
３

版
）

平
成
25

年
4月

国
土

交
通

省
よ
り

ま
と
め
②

津
波

避
難

可
能

地
域

ま
と
め
③

以
上
の
と
お
り
、
本
研
究
の
結
果
（
道
の
り
50

0m
）
で
は

、
現

在
、
鳴

門
市

が
「
津

波
避

難
計
画
」
で
定
め
て
い
る
津
波
避
難
可
能
距
離
（
道
の
り
2,
50

0m
）
よ
り
大

幅
に
短

い
結

果
と
な
り
、
津

波
避

難
困

難
地

域
が

里
浦

町
南

部
地

域
で
発

生
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一
方

で
、
津

波
避

難
可

能
距

離
は

、
避

難
開

始
時

間
を
短

縮
さ
せ

る
こ
と
で
、
最

も
効

率
的

に
伸

ば
す
こ
と
が

可
能

で
あ
る
。
こ
の

た
め
、
自

治
体

と
し
て
は

、
津

波
避

難
困

難
地

域
の

解
消

に
向

け
た
避

難
場

所
の

整
備

だ
け
で
は

な
く
、
避

難
開

始
時

間
を
短

縮
す

る
た
め
の

取
組

み
に
も
重

点
を
置

く
必

要
が

あ
る
と
考

え
る
。

《
避

難
開

始
時

間
を
短

縮
す
る
た
め
に
、
自

治
体

と
し
て
取

り
組

む
べ

き
事

項
》

○
避

難
の

た
め
の

事
前

準
備

率
の

向
上

→
非

常
時

持
ち
出

し
品

の
準

備
、
浸

水
想

定
・
避

難
場

所
の

把
握

な
ど

○
避

難
の

準
備

に
あ
た
っ
て
の

障
害

と
な
り
得

る
も
の

へ
の

対
策

率
向

上

→
家

具
の

固
定

、
ガ
ラ
ス
の

飛
散

防
止

対
策

、
耐

震
化

な
ど

○
緊
急
情
報
の
入
手
方
法
の
確
保

→
プ
ッ
シ
ュ
式

の
情

報
伝

達
手

段
の

充
実

ご
静
聴

あ
り
が

と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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災
害

拠
点

病
院

救
命

救
急

セ
ンタ

ー
の

看
護

師
に

対
す

る災
害

教
育

⾹
川

⼤
学

医
学

部
附

属
病

院
救

命
救

急
セ

ン
ター

國
⽅

美
佐

救
命

救
急

セ
ン

ター
IC

U
秋

⼭
恭

⼦

患
者

や
⾃

⾝
の

安
全

災
対

本
部

へ
の

連
絡

情
報

収
集

受
⼊

準
備

救
護

所
対

応

災
害

対
策

マ
ニュ

ア
ル

：
20

16
年

10
年

ぶ
りに

改
訂

県
内

唯
⼀

の
⼤

学
病

院

災
害

拠
点

病
院

災
害

に
関

す
る

職
員

研
修

な
し

⾃
然

災
害

の
少

な
い

地
域

築
30

年
以

上

災
害

時
、救

急
看

護
師

に
求

め
られ

る
役

割
当

院
の

概
要

と災
害

対
策

の
現

状

災
害

準
備

が
⾏

い
に

くい
状

況

災
害

発
⽣

時
、救

命
セ

ンタ
ー

の
看

護
師

は
適

切
な

対
応

が
で

き
る

の
だ

ろ
うか

は
じめ

に

20
16

年
度

よ
り看

護
部

教
育

委
員

会
主

催
の

災
害

研
修

は
開

始
。病

院
全

体
とし

て
は

な
し。

⽬
的

救
命

救
急

セ
ンタ

ー
の

看
護

師
が

災
害

発
⽣

時
の

役
割

を
認

識
し、

⾏
動

す
る

た
め

に
必

要
な

知
識

を
⾝

に
つ

け
る

こと
が

で
き

る

⽅
法

対
象 •救

命
救

急
セ

ンタ
ー

に
勤

務
す

る
看

護
師

52
名

期
間 •2

01
6年

6⽉
〜

20
17

年
3⽉

⽅
法 •2

01
6年

6⽉
、対

象
者

に
救

命
救

急
セ

ンタ
ー

の
看

護
師

とし
て

災
害

発
⽣

時
に

不
安

に
感

じる
こと

や
部

署
で

課
題

とな
る

こと
、

学
び

た
い

こと
に

つ
い

て
、調

査
票

へ
の

記
載

を
依

頼
した

。
•⾃

由
記

述
に

され
た

内
容

に
つ

い
て

質
的

研
究

の
経

験
が

あ
る

共
同

研
究

者
と共

に
、同

じ意
味

を
持

つ
記

述
を

カテ
ゴ

リー
化

した
。

•カ
テ

ゴ
リー

化
され

た
内

容
か

ら、
対

象
者

の
学

び
た

い
災

害
教

育
に

つ
い

て
、部

署
の

特
殊

性
に

沿
った

研
修

を
3回

開
催

した
。
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結
果

•
45

名
よ

り回
答

を
得

た
（

回
収

率
：

86
.5

%
有

効
回

答
率

:1
00

％
）

0
2

4
6

8

看
護

師
経

験
平

均
年

数

救
急

部
⾨

経
験

平
均

年
数

7.
2

3.
6

対
象

者
の

属
性

（
年

）

救
命

救
急

セ
ンタ

ー
の

看
護

師
とし

て
、

災
害

発
⽣

時
に

不
安

に
感

じる
こと

•
90

の
デ

ー
タか

ら、
15

の
サ

ブ
カテ

ゴ
リー

、8
つ

の
カテ

ゴ
リー

が
形

成
され

た
サ

ブ
カテ

ゴ
リー

カテ
ゴ

リー
正

しい
判

断
(3

)
⾏

動
や

判
断

(2
0)

災
害

発
⽣

時
の

⾃
⾝

の
⾏

動
(1

7)
災

害
下

で
の

患
者

対
応

(8
)

患
者

対
応

(1
6)

トリ
ア

ー
ジ

(8
)

マ
ンパ

ワ
ー

(5
)

⼈
的

体
制

(1
6)

受
け

⼊
れ

態
勢

(6
)

出
退

勤
(5

)
⼊

院
患

者
の

安
全

確
保

(1
1)

患
者

の
安

全
(1

1)
家

族
の

安
否

や
優

先
度

(8
)

⾃
⾝

や
家

族
の

安
全

(1
1)

⾃
⾝

の
安

全
(2

)
ス

タッ
フの

健
康

(1
)

他
部

⾨
との

連
携

(5
)

院
内

で
の

連
携

や
シ

ス
テ

ム
(9

)
医

療
資

源
や

シ
ス

テ
ム

(4
)

指
⽰

命
令

系
統

(3
)

指
揮

命
令

系
統

(3
)

無
回

答
(4

)
無

回
答

(4
)

救
命

部
⾨

で
課

題
に

な
ると

考
え

るこ
と

77
の

デ
ー

タか
ら、

13
の

サ
ブ

カテ
ゴ

リー
、6

つ
の

カテ
ゴ

リー
が

形
成

され
た

サ
ブ

カテ
ゴ

リー
カテ

ゴ
リー

多
数

傷
病

者
へ

の
対

応
(1

0)
患

者
対

応
(2

0)
⼊

院
患

者
へ

の
対

応
(1

0)
マ

ンパ
ワ

ー
不

⾜
(1

3)
⼈

的
資

源
の

不
⾜

(1
9)

⼈
材

確
保

(6
)

医
療

資
器

材
の

不
⾜

(1
5)

物
的

資
源

の
不

⾜
(1

5)
ス

タッ
フや

家
族

の
健

康
(7

)
ス

タッ
フに

対
す

る
⽀

援
(1

2)
病

院
や

ス
タッ

フの
混

乱
(3

)
出

勤
⼿

段
(2

)
⼆

次
的

被
害

の
発

⽣
(3

)

院
内

シ
ス

テ
ム

(7
)

指
⽰

命
令

系
統

(1
)

他
部

⾨
との

連
携

(2
)

ベ
ッド

コン
トロ

ー
ル

(1
)

想
像

で
き

な
い

(4
)

想
像

困
難

(4
)

災
害

に
関

して
今

後
学

び
た

い
こと

42
の

デ
ー

タか
ら、

18
の

サ
ブ

カテ
ゴ

リー
、4

つ
の

カテ
ゴ

リー
が

形
成

され
た

サ
ブ

カテ
ゴ

リー
カテ

ゴ
リー

災
害

発
⽣

時
の

動
き

(9
)

看
護

師
に

必
要

な
対

応
(2

1)

救
急

の
看

護
師

に
求

め
られ

る
こと

(3
)

救
急

外
来

で
の

対
応

(2
)

リー
ダー

の
役

割
(2

)
優

先
す

べ
き

こと
(2

)
新

⼈
に

で
も

で
き

る
対

応
(2

)
知

識
や

技
術

(1
)

災
害

時
の

勤
務

体
制

(2
)

連
絡

・連
携

(8
)

資
源

不
⾜

へ
の

対
応

(2
)

⽀
援

の
規

模
(1

)
地

域
との

連
携

(1
)

災
害

時
の

連
絡

体
制

(1
)

災
害

対
策

マ
ニュ

ア
ル

の
確

認
(1

)
多

数
傷

病
者

へ
の

対
応

(4
)

患
者

対
応

(7
)

トリ
ア

ー
ジ

(2
)

災
害

特
有

の
疾

患
(1

)
実

際
の

災
害

時
の

状
況

(3
)

被
災

地
か

らの
学

び
や

経
験

(6
)

実
際

の
DM

AT
活

動
(3

)
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アン
ケ

ー
トで

明
らか

に
な

った
こと

看
護

師
⾃

⾝
の

動
き

•
正

しい
⾏

動
や

判
断

が
で

き
る

か
•

実
際

、ど
の

よ
うに

動
け

ば
よ

い
の

か

患
者

対
応

•
⼊

院
患

者
へ

の
対

応
•

多
数

傷
病

者
へ

の
対

応

院
内

に
お

け
る

連
絡

体
制

•
⼈

的
・物

的
不

⾜
へ

の
対

応
•

院
内

の
連

絡
体

制
や

他
部

⾨
との

連
携

これ
らの

内
容

に
関

す
る

研
修

が
必

要
！

！

研
修

①
•

開
催

⽇
時

：
20

16
年

8⽉
4⽇

/2
6⽇

（
2回

17
時

15
分

〜
18

時
30

分
）

•
場

所
：

救
命

救
急

セ
ンタ

ー
ス

タッ
フ休

憩
室

•
内

容 •
災

害
に

関
す

る
基

礎
知

識
•

災
害

サ
イク

ル
•

災
害

拠
点

病
院

の
役

割
•

院
内

マ
ニュ

ア
ル

な
ど

•
災

害
発

⽣
時

の
初

期
対

応
•

演
習 •

院
内

の
防

災
設

備
⾒

学
•

防
災

設
備

の
使

⽤
⽅

法

研
修

②
•

開
催

⽇
時

：
20

16
年

11
⽉

10
⽇

17
時

〜
18

時
15

分
•

場
所

：
救

命
救

急
セ

ンタ
ー

ス
タッ

フ休
憩

室
•

内
容 •

当
院

の
安

全
対

策
マ

ニュ
ア

ル
/B

CP
•

EM
IS

•
CS

CA
 T

TT
•

演
習 •

多
数

傷
病

者
に

対
す

る
トリ

ア
ー

ジ
•

現
在

の
ベ

ッド
状

況
で

、多
数

傷
病

者
に

対
応

す
る

た
め

の
ベ

ッド
コン

トロ
ー

ル
•

現
在

の
ベ

ッド
状

況
で

、患
者

の
安

全
を

確
保

す
る

た
め

の
⽅

法
等

研
修

後
の

アン
ケ

ー
ト結

果
研

修
終

了
後

、研
修

開
始

時
に

配
布

した
無

記
名

の
ア

ンケ
ー

ト⽤
紙

に
記

載
を

依
頼

し、
その

場
で

回
収

した
。ア

ンケ
ー

トの
提

出
は

⾃
由

意
志

とし
た

。


研

修
参

加
者

数
24

名


ア
ンケ

ー
ト回

収
枚

数
：

23
枚


ア

ンケ
ー

ト回
収

率
：

95
.8

%


有
効

回
答

率
：

10
0%
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看
護

師
経

験
年

数

0
2

4
6

8
10

12

1〜
3年

⽬

4〜
10

年
⽬

10
年

⽬
以

上

1175

（
⼈

）

研
修

の
活

⽤
度

91
%

9%
0%

0%
0%

活
⽤

で
き

る
や

や
活

⽤
で

き
る

普
通

あ
ま

り活
⽤

で
き

な
い

活
⽤

で
き

な
い

研
修

の
理

解
度

61
%

39
%

0%
0%

0%

理
解

で
き

た
や

や
理

解
で

き
た

普
通

あ
ま

り理
解

で
き

な
か

った
理

解
で

き
な

か
った

研
修

の
意

⾒
・感

想
経験

年数
意⾒

・感
想

5
今ま

で災
害時

のこ
とが

漠然
とし

てい
まし

たが
、今

回の
研修

で少
し具

体的
に想

像す
るこ

とが
でき

まし
た。

実際
に災

害に
あん

ると
パニ

ック
にな

って
しま

う気
がし

ます
が、

普段
から

災害
につ

いて
意

識し
てい

きた
いと

思い
まし

た。
あり

がと
うご

ざい
まし

た。
5

トリ
アー

ジが
難し

く時
間が

かか
って

しま
った

が、
トリ

アー
ジの

経験
を増

やし
（こ

の講
義を

繰り
返し

⾏い
たい

）、
迅速

に判
断で

きる
よう

にな
りた

。
6

トリ
アー

ジを
実際

して
みて

、速
い時

間で
決め

なけ
れば

なら
ない

難し
さを

改め
て感

じた
。と

ても
分か

りや
すく

、あ
りが

とう
ござ

いま
した

。
8

STA
RT

式ト
リア

ージ
、P

AT
法な

ど今
回実

践し
てみ

て、
⾃分

の判
断に

も迷
いが

あり
まし

た。
でも

初め
て実

際に
した

ので
、今

後の
活⽤

でき
たら

と思
いま

す。
18

CN
では

患者
の把

握を
この

研修
の内

容ま
でき

ちん
と把

握で
きて

いる
かと

考え
ると

⼗分
では

ない
と痛

感し
た。

もし
もの

時の
こと

を常
に考

えて
⾏動

しな
けれ

ばな
らな

いと
学び

まし
た。

19
演習

でも
混乱

する
場⾯

があ
り、

実際
に空

床を
探す

、患
者搬

送と
なる

と不
安な

点が
多い

ため
、今

後も
災害

研修
に定

期的
に参

加し
、⾃

⼰学
習を

⾏っ
てい

く必
要が

ある
と思

った
。

20
実践

に役
⽴て

るよ
うな

内容
だっ

たと
思い

ます
。⼆

次ト
リア

ージ
にお

いて
、優

先順
位を

決め
るの

が難
しか

った
。

24
救命

セン
ター

、IC
Uの

みで
なく

、病
院全

体で
のト

リア
ージ

、ベ
ッド

コン
トロ

ール
につ

いて
考え

る必
要が

あり
ます

。繰
り返

し⾏
うこ

とが
⼤切

だと
思い

まし
た。

1
⾃分

⾃⾝
、常

⽇頃
から

災害
対応

の⾼
い意

識を
もっ

てお
く必

要が
ある

と思
った

。
1

PA
T式

トリ
アー

ジが
でき

るよ
う、

⽣理
学的

評価
や解

剖学
的評

価の
項⽬

をも
う⼀

度読
んで

復習
し、

ある
程度

頭に
⼊れ

てお
きた

いと
思い

まし
た。

1
この

先繰
り返

し何
度も

⾏う
こと

で、
実際

に災
害が

起こ
った

場合
に⾏

動で
きる

こと
につ

なが
ると

思い
まし

た。
1

資料
を⾒

なが
らで

ない
と、

まだ
トリ

アー
ジも

難し
かっ

た。
繰り

返し
⾏う

こと
で、

慣れ
てで

きる
こと

も増
える

ので
はな

いか
と思

うの
で、

何度
も訓

練を
積み

重ね
たい

。
1

演習
の時

間設
定が

なか
なか

シビ
アだ

と思
いま

した
が、

実際
の災

害現
場で

はよ
り早

く、
判断

、⾏
動し

てい
かな

けれ
ばな

らな
いと

思う
ので

よい
練習

がで
きた

。

1
多く

の患
者を

瞬時
にト

リア
ージ

する
ため

には
、正

しい
知識

と根
拠が

とて
も⼤

切だ
と改

めて
感じ

るこ
とが

でき
まし

た。
⽇常

にお
いて

も患
者の

状態
を踏

まえ
て、

今後
起こ

りう
るこ

とを
予測

して
⾏

動し
、考

える
習慣

をつ
けて

いき
たい

です
。貴

重な
時間

をい
ただ

きあ
りが

とう
ござ

いま
した

。

3
症状

など
の書

かれ
てい

るカ
ード

を⾒
ての

トリ
アー

ジで
も間

違っ
てい

るこ
とが

多く
、実

際の
現場

では
より

判断
が難

しく
なる

なと
感じ

まし
た。

また
リー

ダー
とし

ての
指⽰

や動
きも

、全
体を

まと
めな

け
れば

いけ
ない

ため
、冷

静さ
や判

断⼒
も⾝

につ
けて

いき
たい

と思
いま

した
。

3
実践

に活
かせ

ると
思い

まし
た。

実際
にト

リア
ージ

する
時の

イメ
ージ

がで
きま

した
。S

TA
RT

とP
AT

が分
かり

やす
かっ

たで
す。

今
後

希
望

す
るテ

ー
マ

経
験

年
数

CN
の

有
無

内
容

9
有

ライ
フラ

イン
が

断
絶

され
た

場
合

の
動

き
⽅

、エ
レ

ベ
ー

ター
が

動
か

な
い

時
に

転
棟

させ
る

⽅
法

に
つ

い
て

1
無

何
度

か
トリ

ア
ー

ジ
を

使
う勉

強
会

を
⾏

って
ほ

しい
。

3
無

トリ
ア

ー
ジ

タグ
を

実
際

に
使

って
の

、実
践

訓
練
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研
修

③
•

開
催

⽇
時

：
20

16
年

3⽉
14

⽇
17

時
00

分
〜

18
時

30
分

•
場

所
：

救
命

救
急

セ
ンタ

ー
ス

タッ
フ休

憩
室

•
内

容
•

NB
C災

害
に

つ
い

て
（

復
講

）
•

NB
C災

害
に

よ
る

多
数

傷
病

者
の

受
け

⼊
れ

態
勢

に
つ

い
て

•
演

習 •
防

護
具

の
着

⽤
⽅

法
•

除
染

室
の

使
⽤

⽅
法

考
察

•
これ

ま
で

災
害

に
関

す
る

研
修

を
受

講
す

る
機

会
が

な
か

った
た

め
、受

講
者

に
とっ

て
は

災
害

に
関

す
る

知
識

を
習

得
で

き
る

良
い

機
会

とな
った

•
机

上
で

の
シ

ミュ
レ

ー
シ

ョン
を

⾏
うこ

とで
、災

害
発

⽣
時

の
状

況
を

イメ
ー

ジ
す

る
こと

が
で

き
た

•
救

命
部

⾨
は

２
看

護
単

位
で

構
成

され
て

お
り、

互
い

の
部

署
が

連
携

・協
⼒

す
る

こと
の

重
要

性
を

認
識

す
る

こと
が

で
き

た
•

医
師

や
他

職
種

、他
部

署
も

巻
き

込
ん

だ
組

織
全

体
の

研
修

が
必

要
•

繰
り返

し研
修

を
⾏

い
精

度
を

向
上

させ
本

番
に

備
え

る
こと

が
必

要
•

指
導

者
側

も
企

画
・実

施
・評

価
・改

善
とい

うP
D

CA
サ

イク
ル

を
学

ん
だ

今
後

の
課

題
看

護
部

等
上

層
部

へ
の

働
き

か
け

•
部

署
間

の
ベ

ッド
コン

トロ
ー

ル
は

誰
が

⾏
うの

か
•

搬
送

⽅
法

、経
路

は
誰

が
決

定
す

る
の

か
•

⾒
舞

い
客

や
外

来
受

診
中

の
患

者
を

どう
す

る
の

か

教
育 •

定
期

的
、継

続
的

な
働

き
か

け
が

重
要

•
⼈

材
育

成
（

病
院

全
ス

タッ
フを

巻
き

込
ん

で
）

•
い

つ
、誰

が
教

育
を

⾏
うの

か
•

急
変

時
対

応
能

⼒
（

全
医

療
者

に
必

要
）

医
療

を取
り巻

く現
在

の
社

会
の

現
状

•
社

会
の

少
⼦

⾼
齢

化
に

よ
る

患
者

の
⾼

齢
化

と家
族

サ
ポ

ー
トの

不
⾜

•
⾼

齢
患

者
の

増
加

に
よ

る
看

護
対

応
の

多
様

化
・複

雑
化

•
医

療
安

全
・医

療
過

誤
の

問
題

の
激

増

•
医

療
に

携
わ

る
職

員
の

絶
対

数
の

不
⾜

と教
育

の
質

の
低

下

最
後

に
：

本
プ

ログ
ラム

を
受

講
して

感
じた

事

上
記

の
問

題
を

解
決

す
る

た
め

に
、

医
療

機
関

で
は

⽇
常

業
務

以
外

に
様

々
な

研
修

会
が

毎
⽇

の
よ

うに
⾏

わ
れ

て
い

る
災

害
研

修
ま

で
は

⼿
が

回
って

な
い

の
が

現
状
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“健
康

問
題

は
、⼀

番
⾝

近
に

起
こる

⼈
⽣

最
⼤

の
災

害
で

あ
る”

•
医

療
は

、毎
⽇

が
命

を
預

か
る

危
機

管
理

•
治

療
・看

護
は

常
に

選
択

の
連

続
•

選
択

した
先

は
、不

確
定

要
素

が
多

く、
結

果
も

患
者

さん
に

よ
って

違
う

•
患

者
さん

へ
の

ア
プ

ロー
チ

は
、常

に
リス

クコ
ミュ

ニケ
ー

シ
ョン

を
必

要
とす

る
•

起
こり

得
る

事
態

に
、積

極
的

に
対

応
しな

い
と⼿

遅
れ

に
な

る
•

その
場

の
状

況
に

応
じて

、⾃
分

で
考

え
、適

切
に

⾏
動

す
る

こと
が

⼤
切

•
適

切
な

⾏
動

で
あ

った
か

どう
か

は
、あ

とに
な

らな
い

と評
価

され
な

い
•

結
果

が
悪

い
と、

適
切

な
⾏

動
で

あ
って

も
、適

切
と評

価
され

な
い

こと
が

あ
る

危
機

管
理

の
視

点
か

ら、
医

療
を

み
る

と・
・・

・
防

災
教

育
と医

療
教

育
の

共
通

点
防

災
教

育
•

危
機

管
理

学
•

リス
クコ

ミュ
ニケ

ー
シ

ョン

医
療

教
育

•
医

療
安

全
•

患
者

-医
療

者
間

の
信

頼
関

係
の

構
築

•
同

意
書

•
防

災
教

育
で

学
ん

だ
考

え
⽅

は
、医

療
分

野
で

現
在

問
題

とな
って

い
る

項
⽬

を
解

決
す

る
ヒ

ント
に

な
って

い
る

•
防

災
教

育
を

学
ぶ

こと
で

、医
療

に
必

要
な

応
⽤

⼒
・実

践
⼒

を
備

え
た

考
え

⽅
の

基
本

概
念

を
学

ぶ
こと

が
で

き
る

•
今

後
も

災
害

対
応

を
⼀

つ
の

教
育

ツー
ル

とし
て

災
害

教
育

を
活

⽤
し、

⽇
常

業
務

に
も

活
か

せ
る

内
容

を
教

育
し、

組
織

の
指

導
に

役
⽴

て
て

い
き

た
い
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「
特

別
プ
ロ
グ
ラ
ム
社

会
人

受
講

生
成

果
発

表
」

～
学
校
防
災
コ
ー
ス
代
表
～

四
国

の
東

端
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

０

徳
島
大
学
受
講
生
（
３
期
生
）

野
村

誠
也

（
教

員
Ｏ
Ｂ
）那
賀

川
阿
南
一
中

紀
伊

水
道

伊
島

太
平

洋

阿
南

市

テ
ー
マ

「
人

権
と
防

災
」

目
的

南
海

ト
ラ
フ
地

震
等

の
大

災
害

へ
の

対
策

、
ま
た
被

災
後

の
混

乱
や

復
旧

復
興

へ

の
具

体
的

な
動

き
を
検

討
し
、
阿

南
一

中
校

区
全

体
で
、
互

い
の

人
権

を
尊

重
す
る

個
々

の
心

と
全

体
の

雰
囲

気
を
創

り
た
い
。
そ
の

た
め
、
中

学
校

教
職

員
や

生
徒

、

又
校

区
内

の
小

学
校

教
職

員
が

、
地

域
の

代
表

の
方

々
と
共

に
防

災
体

制
を
考

え
、

近
い
将

来
の

災
害

に
対

し
、
互

い
の

連
携

方
法

や
災

害
弱

者
を
知

る
こ
と
に
よ
っ
て
、

災
害

に
強

い
町

づ
く
り
を
進

め
た
い
。
こ
れ

ら
の

活
動

を
継

続
す
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が

、
よ
り
活

性
化

さ
れ

る
こ
と
を
目

指
す
。

阿
南
一
中
校
区
防
災
体
制
検
討
会

＜
地

域
と
学

校
の

連
携

を
目

指
し
て
＞

阿
南
一
中
と
、
校
区
内
の
小
学
校
の
規
模

阿
南
第
一
中
学
校
（
生
徒
数

３
５
７
名
）

＜
そ
の

校
区

の
小

学
校

＞
20

15
年
度
の
人
口

•
中
野
島
小
学
校

（
児
童
数

２
０
５
名
）

約
2,
86

0人

•
横

見
小

学
校

（
児

童
数

９
１
名

）
約
1,
97

0人

•
宝

田
小

学
校

（
児

童
数

１
２
９
名

）
約
3,
04

0人

•
大
野
小
学
校

（
児
童
数

１
３
２
名
）

約
2,
50

0人

•
長
生
小
学
校

（
児
童
数

１
４
３
名
）

約
3,
10

0人

計
1,
05

7名
約
13

,4
70

人

検
討

会
の

経
過

と
参

加
者

会
場

は
全

て
阿

南
第

一
中

学
校

学
校

行
事

の
な
い
夕

方
に
開

催

第
１
回

１
０
／

２
５
（火

）
１
６
：２

０
～
１
７
：３

０
（
校

長
・
教

頭
・
防

災
教

育
主

任
な
ど
６
人

・
野
村
）

第
２
回

１
１
／

７
（月

）
１
６
：０

０
～
１
７
：２

０
（
校

長
・
教

頭
・
防

災
教

育
主

任
な
ど
５
人

・
野
村
）

第
３
回

１
１
／

２
８
（月

）
１
６
：０

０
～
１
７
：１

０
（
中

学
校

３
人

・
小

学
校

長
等

７
人

・
野
村
）

第
４
回

１
２
／

１
２
（月

）
１
５
：３

０
～
１
６
：４

５
（
３
回

目
の

参
加

者
＋
公

民
館

長
４
人

・
自

主
防

災
組

織
６
人

・
中

学
生

８
人

）
（
防

災
セ
ン
タ
ー
か

ら
講

師
２
人

）
（
報

道
関

係
等

４
人

）

第
５
回

１
２
／

２
０
（火

）
１
５
：３

０
～
１
６
：３

０
地

元
の

防
災

士
と

い
う

（
校

長
・
教

頭
・
防

災
教

育
主

任
な
ど
５
人

・
野
村
）

立
場

で
参

加
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第
１
回

検
討

会
の

内
容

１
０
／

２
５

１
阿

南
一

中
の

防
災

体
制

を
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で
確

認

〇
県

教
委

作
成

の
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
利

用
〇
体
育
館
や
技
術
室
・
理
科
室
等
の
細
部
は
、
各
担
当
者
が
今
後
２
週
間
以
内
に
チ
ェ
ッ
ク

２
阿

南
一

中
が

阿
南

支
援

学
校

と
共

に
、
災

害
時

の
緊

急
医

療
の

拠
点

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確

認

〇
平

成
２
８
年

度
当

初
に
、
保

健
室

に
緊

急
医

療
器

具
が

搬
入

さ
れ

た
。
避

難
所

が
開

設
さ
れ

た
ら
、
医

師
と
看

護
師

が
派

遣
さ
れ

、
学

校
は

医
療

の
場

所
を
提

供
す
る
こ
と
に
な
る
。

３
学

校
と
公

民
館

や
自

主
防

災
組

織
が

事
前

に
共

通
理

解
し
て
お
く
内

容
を
検

討

〇
中
学
生
が
地
元
の
小
学
校
や
公
民
館
に
避
難
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
事
前
に
交

流
す
る
機
会
が
必
要
。

〇
避

難
生

活
を
よ
り
快

適
に
す
る
た
め
に
、
中

学
生

が
出

来
る
事

を
考

え
さ
せ

る
。

第
２
回
検
討
会
の
内
容

１
１
／

７

１
前

回
の

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
で
の
点
検
結
果
の
考
察

〇
職

員
室

の
食

器
棚

の
転

倒
防

止
〇

教
職

員
用

の
ヘ
ル

メ
ッ
ト
や

ト
ラ
ン
シ
ー
バ

の
数

２
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド
の
検
討
と
作
成

〇
校

長
用

、
教

頭
用

、
教

務
主

任
用

、
事

務
職

員
用

、
養

護
教

員
用

、
特

別
支

援
学

級
担

任
用

、
学

級
担

任
用

、
教

科
担

任
用

・
・
・
Ａ
４
の

用
紙

を
ラ
ミ
ネ
ー
ト
し
て
各

部
屋

に
置

く

〇
防

災
教

育
年

間
計

画
は

内
容

が
多

す
ぎ
て
、
緊

急
時

に
は

使
い
に
く
い

３
保
・
幼
・
小
・
中
の
連
携
が
充
分
で
は
な
い

（
保

・
幼

は
今

後
の

課
題

）

〇
保

育
所

は
小

学
校

を
避

難
場

所
に
決

め
、
小

学
校

は
中

学
校

を
避

難
場

所
に
指

定

〇
各
小

学
校

区
の

危
険

箇
所

を
、
中

学
校

も
共

有
し
た
い

阿
南
第
一
中
学
校
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２
０
１
６
年
度
 

災
害
時
ア
ク
シ
ョ
ン
カ
ー
ド

 
 
 
 
第
 
一
 
教
 
頭

 

人
物
 

場
所
 

役
割
分
担
 

宮
崎
 

職
員
室
 

被
害
状
況
確
認
・
情
報
収
集
 

 

 
・
机
の
下
へ
の
避
難
 
 
・
状
況
概
要
を
判
断
し
、
学
校
長
に
状
況
を
伝
え
る
 

・
放
送
が
使
え
な
い
場
合
は
、
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
で
伝
え
る
。
 

 

 

・
ラ
ジ
オ
や
携
帯
電
話
を
持
っ
て
避
難
場
所
に
移
動
す
る
。
 

・
防
災
関
連
機
関
の
一
覧
表
等
を
持
ち
出
す
。
。
 

・
一
次
避
難
場
所
が
危
険
な
ら
、
二
次
避
難
場
所
へ
の
指
示
を
出
す
。
 

 

 

・
全
校
生
徒
、
全
職
員
の
安
否
状
況
を
把
握
す
る
。
⇒
校
長
に
報
告
 

 

 

・
大
津
波
警
報
・
津
波
警
報
が
解
除
に
な
る
ま
で
は
，
避
難
場
所
で
待
機
す
る
。
 

・
避
難
し
た
場
所
か
ら
、
学
校
施
設
設
備
や
学
校
周
囲
の
被
害
状
況
の
確
認
（
目
視
）
 

 

 

・
関
係
機
関
（
警
察
や
消
防
）
へ
の
連
絡
 
 
・
マ
ス
コ
ミ
や
保
護
者
へ
の
対
応
の
一
本
化
を
指
示
す
る
。
 

 
連
絡
先
等
 
 
山
西
校
長
 
 
携
帯
番
号
 
○
○
○
○
○
○
○
○
 
 
メ
ー
ル
 
 
 
○
○
○
○
○
○
○
○
 
 

 
 
 
 
 
 
 
宮
崎
教
頭
 
 
携
帯
番
号
 
○
○
○
○
○
○
○
○
 
 
メ
ー
ル
 
 
 
○
○
○
○
○
○
○
○
 
 

 
 
 
 
 
 
 
市
瀬
教
頭
 
 
携
帯
番
号
 
○
○
○
○
○
○
○
○
 
 
メ
ー
ル
 
 
 
○
○
○
○
○
○
○
○
 
 

 
 
 
 
 
 
 
市
教
委
 
 
 
電
話
番
号
 
○
○
○
○
○
○
○
○
 
 
代
表
メ
ー
ル
 
○
○
○
○
○
○
○
○
 
 

 
 
 
 
 
 
 
地
域
代
表
者
 
携
帯
番
号
 
○
○
○
○
○
○
○
○
 

 

ST
EP
 
5 
 外

部
と
の
連
絡
、
情
報
収
集
 

ST
EP
 
4 
 避

難
し
た
後
の
学
校
の
対
応
 

ST
EP
 
3 
 避

難
後
の
生
徒
・
職
員
の
安
全
確
認
 

ST
EP
 
2 
 避

 
 
 
 
 
 
 
難
 

ST
EP
 
1 

生
徒
の
安
全
確
保
 

一
次
避
難
場
所
 
 
運
動
場
○
 
 
 
 
 

二
次
避
難
場
所
 
 
校
舎
３
階
○

 
 
 

第
３
回
検
討
会

の
内
容

１
１
／

２
８

（
小

学
校

教
職

員
と
共

に
）

１
運

動
場

を
ど
う
使

う
か

？
〇
簡
易
ト
イ
レ
の
場
所
は
、
体
育

館
か
ら
少
し
離
そ
う

〇
炊
事
ス
ペ
ー
ス
は
？

〇
仮
設
浴
場
の
場
所
は
？

２
体

育
館

を
ど
う
使

う
か

？
〇
壁
側
は
通
路
に
な
る

〇
女
性
専
用
ス
ペ
ー
ス
が
必
要

〇
ペ
ッ
ト
を
入

れ
る
の

か
？

（
室

内
ペ
ッ
ト
、
室

外
ペ
ッ
ト
）

３
事

前
に
決

め
て
、
広

報
す
る

（
学

校
新

聞
や

Ｈ
Ｐ
を
活

用
）

Ｈ
２

８
年

１
１

月
２

８
日

資
料

体
育

館
の

避
難

所
配

置
計

画
（

例
）

自
主

防
災

組
織

と
相

談
し

て
平

常
時

に
作

成
し

て
お

く
と

良
い

※

器
具

庫
ス

テ
ー

ジ
器

具
庫

Ａ
Ｄ

Ｂ
Ｅ

Ｆ
Ｇ

Ｃ

男
女

靴

子
子

受
付

物
器

具
庫

更
更

箱
資

衣
衣

置

室
室

玄
関

場

ト
イ

レ

〇
壁

側
は

通
路

に
な

る
。

〇
女

性
専

用
ス

ペ
ー

ス
が

必
要

〇
ペ

ッ
ト

を
入

れ
る

の
か

？
（

室
内

用
ペ

ッ
ト

、
室

外
用

ペ
ッ

ト
）
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第
４
回

検
討

会
の

内
容

１
２
／
１
２

（
公
民
館
長
・
自
主
防
災
組
織
の
方
々
と
共
に
）

１
各
小
学
校
区
で
、
運
動
場
や
体
育
館
の
使
い
方
を
検
討

２
避
難
所
運
営
の
講
話

（
徳

島
県

防
災

人
材

育
成

セ
ン

タ
ー

・
平

山
さ

ん
）

・
被

災
直

後
か

ら
、
最

も
困

る
と
思

わ
れ

る
の

は
ト
イ
レ
で
す
。

・
避

難
所

の
ト
イ
レ
は

、
水

が
な
け
れ

ば
大

変
非

衛
生

的
な
状

況
に
な
る
。

・
要

配
慮

者
が

、
辛

い
思

い
を
し
な
い
避

難
所

に
し
よ
う
。

３
段

ボ
ー
ル

で
簡

易
ト
イ
レ
を
作

成
（

平
山

さ
ん

、
井

川
さ

ん
の

指
導

）

（
間
仕
切
、
簡
易
ベ
ッ
ド
の
作
成
体
験
は
、
次
の
機
会
に
・
・
・
）

４
避
難
所
で
私
た
ち
が
出
来
る
事
を
、
６
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
。

公
民
館
長
・
自
主
防
災
組
織
の
代
表
者
、
そ
し
て

生
徒
の
代
表
者
が
顔
合
わ
せ

＜
避
難
所
運
営
の
講
話
の
様
子
＞

３
２
名

６
グ
ル

ー
プ
で
簡

易
ト
イ
レ
作

成
実

習
（
生

徒
・
教

職
員

・
公

民
館

長
・
自

主
防

災
組

織
）

第
５
回

検
討

会
（
最

終
）
の

内
容

１
２
／

２
０

公
民

館
や

学
校

市
防

災
対

策
課

等

１
通
常
教
育
再
開
に
向
け
て
の
Ｅ
Ｃ
Ｐ
の
確
認

２
第
４
回
目
の
よ
う
な
、
公
民
館
や
自
主
防
災
組
織
と
生
徒

が
教

職
員

と
共

に
防

災
を
学

ぶ
会

を
毎

年
実

施
し
た
い
。

３
想
定
避
難
者
数
を
把
握
し
、
そ
の
中
に
ど
の
よ
う
な
災
害

弱
者
が
い
る
か
を
、
関
係
者
が
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
づ
く
り

が
、
災
害
に
強
い
町
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

情
報

交
換
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